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快適で暮らしやすいまちづくり（暮らしの基盤・安全安心）1

　都市の健全な発展と秩序ある整備を図り、市民誰もが快適さや安全・安心
な生活を実感し、生き生きと暮らせるまちづくりを進めます。

全市域デマンド交通の推進（３月補正）     1,000万円
市内全域で「でまんど相乗りタクシー」の本格運行を開始します

災害時の電源確保と食糧などの資材の備蓄のために、二次避難所（小中学校）などに計画的
に設置します

二次避難所などへの発電機・防災倉庫・ガスバルクの設置 3,390万円新

公園のトイレ付近100カ所へ防犯カメラを設置。また、子ども安全協力の家や自治会公民館
（集会所）へ防犯カメラの設置費を補助します

防犯カメラの公園設置・設置支援 1,489万円新

恵み豊かな自然と共生するまちづくり（環境共生）2

　豊かな自然環境を次世代に引き継ぐため、環境宣言都市にふさわしいま
ちづくりを進めます。

森林・星・野鳥など自然観察会や環境問題基礎講座を実施します
まえばし環境の学び舎事業 14万円新

節電行動促進事業 100万円
住まいのエネルギー使用状況を可視化し、節電生活をサポートするHEMS
機器（ホームエネルギーマネジメントシステム）の設置費用を補助します

新

小水力発電の導入のための測量や設計図書などを作成します
赤城大沼用水小水力発電設備の設計など（新エネ特会）　    2,545万円

個々が光り輝くまちづくり（健康・福祉）3

　市民誰もが健康で、住み慣れた地域で互いに「思いやり・支えあい・助けあ
い」ながら、個々が元気で充実した生活を送れるまちづくりを進めます。

5歳児就学前健診の全員実施（3月補正）
 1,098万円

発達障害などに早期に対応するため、全ての年中児童を対象に健診を実施
します

充

充

本年度からの「子ども・子育て支援新制度」移行に伴い、認定こども園へ施設給付費を給付します
認定こども園施設型給付費の給付と支援 21億1,995万円新

救急医療施設への整備費補助や公的病院などの不採算医療などに助成します
救急医療体制の充実と地域医療確保の推進 8億7,985万円

地域資源を活かした活力あるまちづくり（産業活力）4

　事業集積が高い商工業の発展と雇用の促進、全国有数の生産額を誇る農
業のさらなる振興、特産品などを生かした観光施策などの産業振興により、
活力あるまちづくりを進めます。

オクトーバーフェストやノベッロ祭など食のイベントを開催します
食のイベント開催（3月補正） 1,000万円

グリーンツーリズムモデル事業 300万円
赤城南面の自然を活用したツアーコースの設定やバスツアーなど
を実施します

新

新

充
機能の詳細や運営手法の検討を行う委員会を設置し、基本計画の策定や基本設計を行います

上武道路「道の駅」設置事業（3月補正） 2,051万円

豊かな心を育むまちづくり（教育・文化）5

　共に学び合い、考える力を育て、豊かな心を育む環境づくりを進めるとと
もに、スポーツの振興や文化の薫り高いまちづくりを進めます。

生家を現在地から中心市街地へ移築するための調査と臨江閣別館の改修を行います
萩原朔太郎生家移築調査・臨江閣改修 5,976万円

スポーツコミッション事業（一部3月補正）
 1,800万円
スポーツ大会やキャンプ地などの誘致を促進します

新

新

充
タブレット端末を教室で効果的に活用するため、プロジェクターなどの機器を設置します

小中学校教室ICT環境整備 1,973万円

市民協働のまちづくり（協働・行政経営）6

　多様化する地域の課題や市民ニーズに対応したまちづくりを進めるた
め、自立性が高く、将来の世代に負担を課すことのない持続可能な都市経営
に努めるとともに、地域の魅力や個性を生かし、市民力や地域力に合わせた
協働のまちづくりを進めます。

地域活動ポイント制度 44万円
地域づくり活動の担い手などに、活動に応じて商品などと交換可能
なポイントを付与します

新

市有施設の利活用を本格的に推進するために、公資産活用システムを導入するとともに用途
廃止施設の有効活用へ向けた市場性調査を行います

資産利活用推進事業 1,431万円新

充
市民活動団体などからパートナーシップ事業の企画提案を募集し、市民と行政が協働して地
域課題の解決に取り組みます

市民提案型パートナーシップ事業 256万円

充

継
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